
前略　時の流れは早いもので、前相談役のお父上様が亡くなられてから、一年が経とうとしております。改めてご哀悼の意を表します。
ご生前中には、ひとかたならぬご懇情をいただきましたにもかかわらず、何の報いもできませず、誠に心残りでございます。
ご遺族様はじめ皆様のお嘆きはいかばかりかと、拝察いたしております。
故人の面影を偲び、心ばかりの御仏前を送らせていただきますので、お供えくださいますようお願い申し上げます。
誠に失礼ながら、取り急ぎ書中をもちましてお悔やみ申し上げます。
草々

